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大分大学の基本理念 

大分大学は，人間と社会と自然に

関する教育と研究を通じて，豊か

な創造性，社会性及び人間性を備

えた人材を育成するとともに，地

域の発展ひいては国際社会の平

和と発展に貢献し，人類福祉の向

上と文化の創造に寄与する。 

 

  



 
 

 

  

  

 
はじめに 

本学は，平成１５年１０月に旧大分医科大学と旧大分大学が統合し，新しい大分大学と

してスタートしました。以降，大分県内唯一の国立大学として，地域における「知」の拠

点という重要な役割を担い，教育，研究，社会連携，医療等の諸分野について，積極的に

事業を推進しています。 

大学における諸事業は，常にそれらが社会の要請に応えているかという視点で，見直し

を行わねばなりません。また，学校教育法には，「大学は，教育及び研究，組織及び運営並

びに施設及び設備の状況について自ら点検及び評価を行い，その結果を公表するものとす

る」と定められており，本学でも自己点検・評価を実施し，その結果を公開してきました。 

今年度も，平成２０年度実績にかかる自己評価書を作成し，さらに，社会一般の皆様に

も広く知っていただくために，自己評価書をよりわかりやすい内容でまとめた「概要版」

を作成いたしましたので，ここに公開します。 

平成２０年度は，文部科学省により実施される「法人評価」の中で大きな節目となる暫

定評価の結果を踏まえ，第１期中期目標・中期計画の完全達成に向けて，特に取組を強化

した１年でした。また，第２期中期目標期間が目前に迫っていることから，これから本学

が取り組むべき課題と方針を分野ごとにまとめた「大分大学の道標」を策定するなど，飛

躍に向けて大きく動いた年となりました。 

本学は，今後も地域社会とともに発展する国立大学法人を目指し，役職員一同積極性あ

ふれる法人運営に取り組んで参りますので，皆様のご理解とご支援をお願いいたします。 

 

平成２１年２月 

大分大学長  羽 野  忠 
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Ⅰ 国立大学法人大分大学の概況

【大分大学の理念と目標】 

大分大学は，平成 16 年に大学憲章を定め，本学の基本理念を明らか

にし，その基本理念に基づき，教育，研究，社会貢献，運営の 4 つの

分野の目標及び指針を定めています。 

各学部・共同施設等における理念等は，大学憲章に基づいて定めてい

ます。各研究科の理念は，独立研究科*１である福祉社会科学研究科を

除き，それぞれその学部のものと同様の趣旨で定めています。 

 

【中期目標・中期計画】*2 

 大分大学の中期計画は教育，研究，医療，社会連携，業務運営，財務，

自己点検等の多領域にわたる 225 項目から成り，実行すべき項目を盛

り込んだ計画を年度毎に作成して完遂することで，大学運営における

PDCA（計画・実行・検証・改善）を推進しています。平成 2１年度

計画は，平成 2１年度が第 1 次中期目標期間の最終年度になることか

ら，中期目標・中期計画の完遂を目指して作成しています。 

 さらに，第 2 期中期目標期間に本学が取り組むべき課題と方針をま

とめた「大分大学の道標」を作成しました。 

 
 

 

 
Ⅱ 大分大学の理念及び目標

*１ 学部に基礎を置かない研究科です。 

*２ 国立大学法人は，国立大学法人法に基づき中期目標期間（６年間）における業

務について目標と計画を策定します。目標の達成状況は，文部科学省法人評価委

員会により評価を受けます。 

【環境及び構成】 

大分大学のキャンパスは 3 カ所に分かれ，教育福祉科学部，経済学

部，工学部が旦野原キャンパス，医学部が挾間キャンパス，附属小学校・

中学校・幼稚園・特別支援学校が王子キャンパスにあります。 

本学は 4 学部（教育福祉科学部，経済学部，医学部，工学部），5 研

究科（教育学，経済学，医学系，工学，福祉社会科学）から成っていま

す。関連施設には，附属学校園，附属病院，学術情報拠点（附属図書館

等），イノベーション機構，地域共同研究センター，総合科学研究支援

センター，国際教育研究センター，ベンチャー・ビジネス・ラボラトリ

ー，福祉科学研究センター，先端医工学研究センター，高等教育開発セ

ンター，入学企画支援センター，保健管理センターがあります。 

学生総数は，学部 5,093 名，大学院 724 名，役員数は 7 名，教員

総数は 661 名，教員以外の職員数は 953 名です(H20.5.1 現在)。 
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Ⅲ 教育活動

【概要】 

 大分大学憲章を踏まえ，学部及び研究科ごとに教育の目標を定めてい

ます。 

１．教育の目標 

【概要】 

 本学の教育組織は，4 学部，5 研究科，10 の学内共同教育研究施設

等で構成され，教員配置は，教育の目標を達成するのに適切なものとな

っています。教育支援者*3 の配置は，学生本位の本学の教育目標に照

らして一層充実する必要がありますが，教育補助者*4 は各学部等の専

門性・授業形態等に応じて適切に配置しています。 

【特徴的な取組】 

 今後の取組事項としては，本学の教育目標に照らした教育支援者配置

の一層の充実が挙げられます。《2.3》 

 

２．教育組織 

 *3 事務職員，技術職員等を指します。 

 *4 助手，ＴＡ（ティーチングアシスタント）のことを指します。 

【概要】 

 全学的なアドミッション・ポリシー*5 を策定し，それを踏まえた学

部ごとのアドミッション・ポリシーを策定するとともに，オープンキャ

ンパス等，精力的な学生募集活動を行っています。 

 入学者選抜については，全学的には入試部門会議，各学部には入試委

員会を設置し，選抜試験問題も組織的に作成するなどして，適切に行っ

ています。 

 

【特徴的な取組】 

 特徴的な取組事項としては，学生募集活動の一環として「キャンパス

大使」の派遣*6 の実施《3.2》や，選抜試験問題の作成担当者の確保や

良問の確保の観点から，各学部単位の出題体制から全学出題体制へ移行

したことや過去問題の活用について検討を始めたこと《3.３》等が挙げ

られます。 

 

３．学士課程の学生の受入 

 *5 入学者受入れ方針を意味します。 

*6 在学生を母校（出身高校）へ派遣する企画です。 
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【概要】 

 教育目標に照らして，教育組織構成及び教育課程を適切に編成し，教

育課程ごとに特色ある教育を実施するとともに，授業時間外の支援など

教育的配慮の充実等を推進しています。 

卒業後の進路は，教育課程ごとの専門領域の特性に応じ選択されてお

り，就職率も向上しています。なお，各種国家試験の合格率及び教員免

許の取得状況等については，概ね良好な水準にあります。 

 

【特徴的な取組】 

 特徴的な取組事項としては，全学共通科目に，学習方法や社会調査法

の基礎を修得するための科目（「大分大学を知ろう」「アカデミックスキ

ル」等）や，国際化教育としての国際理解教育ゼミナール科目等を設け

たこと《4.1.3》《4.4.3》，高校教育から大学教育への接続を図る「学

問探検ゼミ」等を開始したこと《4.2.2》等が挙げられます。 

また，「不登校傾向の学生のアウトリーチ 

型支援」を開始し，この取組の一環として 

学習相談・生活相談を含む包拢的な学生支 

援を行うための「ぴあＲＯＯＭ」*7 を設置 

したことも挙げられます。《4.2.3》 

 今後の取組事項としては，各学部におけ 

る卒業生や社会人による教育に関する外部 

評価について，調査項目の充実等により精 

度を高めていくこと《4.5.6》等が挙げら 

れます。 
 

４．学士課程の教育内容・方法等 

 
ぴあＲＯＯＭ 

 *7 勉学面での困難や学生生活上の迷いがある学生の相談に応じ，フリースペース

や学習支援を受ける場を提供するものです。 

【概要】 

 留学生の受入体制と派遣体制を組織的に整備しています。さらに平成

２０年度は，大分大学国際交流・学術振興基金の拡大を図るため，財源

確保の方策の検討を始めました。 

 また，留学生への生活支援としては，留学生用宿舎の設備更新や補修

を実施するなど適切に対応するとともに，学生寮の全面改修によって留

学生用の居室を確保することで需要の増加に対応しています。 

 

【特徴的な取組】 

 特徴的な取組事項としては，平成 20 年 10 月に発生した世界的な金

融危機に伴う円の急騰により学業の継続が困難になった私費留学生に

対して，国際交流・学術振興基金及び医学部国際交流基金から緊急支援

を行ったこと《5.1》等が挙げられます。 

 

５．留学生の交流促進 
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【概要】 

 各研究科も，学部同様に目的・理念を明確に定め，全学的な方針を踏

まえたアドミッション・ポリシーを策定・公表しています。 

 入学定員充足に向けた取組により，大学院全体としては入学志願者及

び入学者ともに増加しているものの，依然入学定員に充たない専攻があ

るため，今後はさらに入試広報を充実させるとともに，学内外からの進

学者の拡大や社会人・外国人留学生など入学志願者の確保に努める必要

があります。 

  

【特徴的な取組】 

 今後の取組事項としては，入学志願者の確保のための取組や入学定員

の見直しを含めた全学的な検討が挙げられます。《6.3，6.5，6.6》 

 

６．修士・博士課程への学生の受入 

【概要】 

 教育目標等に照らして，適切に編成された教育課程ごとに，特色ある

教育・研究指導を実施するとともに，教育的配慮の充実等を推進してい

ます。学術活動についても経年的に増加しています。 

修了後の進路は，教育課程ごとの専門領域の特性に応じ選択されてお

り，資格の取得も着実に実績を重ねています。 

 

【特徴的な取組】 

 特徴的な取組事項としては，大学院ＦＤ*8 講演会を 2 回実施すると

ともに，各研究科においても独自のＦＤ活動を行っていることが挙げら

れます。《7.4.4》 

また，今後の取組事項としては，学部・大学院教育の有機的連携につ

いての検討・改善の継続《7.2.2》，他大学大学院との連携推進方策の検

討《7.2.3》，教育改善のための修了生及び社会人による評価の精度の向

上《7.5.5》等が挙げられます。 

７．修士・博士課程の教育課程等 

 

 *8 「Faculty Development」の略で，大学教員の教育能力、資質の向上のための

組織的取り組みのことを意味します。 
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【概要】 

 教員と事務系職員が連携して学生生活を支援する組織を整備してお

り，支援体制の周知も適切に行っています。 

 経済支援にかかる各種奨学制度の広報と活用支援を積極的に行って

おり，本学独自の制度も導入するなど適切に対応しています。 

 進路指導体制については，「キャリア相談室」の運用の充実や，就職

相談体制の強化を進めています。 

 課外活動についても適切な支援体制を整備しています。 

 学生生活の支援に関する学生の満足度は約６割とおおむね良好です。 

 

【特徴的な取組】 

 特徴的な取組事項としては，国内外の経済状況を踏まえて，平成 21

年度入学料免除について特別枠設けることとしたこと《8.2.２》，平成

20 年 10 月に開催された「第 8 回全国障害者スポーツ大会・チャレン

ジ！おおいた大会」に約 150 名の学生がボランティアとして参加する 

ための支援体制を構築したこと《8.5.1》等が挙げられます。 

また，今後の取組事項としては，学生自らが進路を主体的に選択す

る能力の育成するプログラム（キャリア形成教育）の実施《8.4.2》，

キャンパス環境と授業環境の一層の整備《8.5.2》等が挙げられます。 

 

８．学生生活 

 

全国障害者スポーツ大会の様子 
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【概要】 

 大分大学憲章を踏まえ，学部及び研究科ごとに研究の目標を定めてい

ます。 

【概要】 

研究支援については，設備マスタープラン*9 による設備整備や事務

支援体制の充実等，適切に進めています。 
 学内共同教育研究施設と社会との連携においては，イノベーション機

構*10 に対する学内連携の強化，リエゾンオフィス*11 の開設による窓

口機能の強化等，適切に連携の強化を図っています。 

 また，研究活動に係る不正行為防止等に関する規程を定めるなど，着

実に対応しています。 

 

【特徴的な取組】 

 特徴的な取組事項としては，学術研究活動推進策として「学際研究創

造セミナー」を開催したこと《2.1.1》等が挙げられます。 

 

２．研究活動の推進・支援 

１．研究の目標 

 
Ⅳ 研究活動

*9 研究設備の効率的な利用や計画的な導入・更新を図るために設けた整備計画で

す。 

*10 知的財産の創造の支援を行うとともに，学内共同教育研究施設の機能を連携さ

せ，本学の教育研究ならびに社会連携を一層推進する組織です。 

*11 本学と企業や地域住民を結びつける役割を担った，本学の窓口組織です。「リエ

ゾン」とは，フランス語で「仲介，つなぎ，橋渡し」等の意味です。 

【概要】 

研究資金には，概算要求，科学研究費補助金を含む競争的研究資金，

寄附金，共同研究，受託研究等があり，資金の獲得への努力を行ってい

ます。 

獲得した研究資金は，基礎研究費として配分するほか，本学が重点的

に取組む領域へ投資しています。重点研究領域への投資に当たっては，

研究者のモチベーションを高めるために学内公募等を実施しており，適

切な投資手法を用いています。 

 

【特徴的な取組】 

 特徴的な取組事項としては，大型研究プロジェクトの採択に向けた取

組の継続《3.2》，「学長裁量経費」に「外部の競争的資金の獲得に積極

的に挑戦する」ことを目的に掲げたプログラムを設定したこと《3.2》，

科学研究費補助金の申請支援の改善及び採択率の向上《3.3》等が挙げ

られます。 

また，今後の取組事項としては，研究推進に係る概算要求件数及び採

択件数の増加を図るための検討等が挙げられます。《3.1》 

 

３．研究資金 



7 
 

 

【概要】 

 研究能力等の向上を目的に他大学・研究機関等へ研究者を派遣すると

ともに，学外研究者を招聘し，学生への指導や研究者の研究の向上を図

っています。平成 20 年度は，平成 19 年度実績に比べ派遣数は減尐し

たものの，招聘数は増加しています。 

 研究者の国外への派遣・招聘には大分大学国際交流・学術振興基金を

使用しており，前年度程度の派遣数，招聘数を達成しました。教職員の

海外出張・研修件数は，平成 19 年度と比べて約１２０件増加していま

す。 

 

【特徴的な取組】 

 今後の取組事項としては，外部資金の獲得や予算の重点化などによる

教職員の海外出張・研修のさらなる推進《5.4》等が挙げられます。 

 

５．研究者の派遣及び受入 

【概要】 

 公開ホームページでの研究者情報の公開，研究誌等の発刊，研究成果

発表会・展示会への参加，研究シーズ集の発行を通して積極的に研究活

動やその成果を情報発信しています。 

 また，学部等の単位で研究誌の収集を行っており，発信情報の原資を

蓄積しています。 

 

【特徴的な取組】 

 特徴的な取組事項としては，「附属小学校公開研究会」や「アジア太

平洋感染症対策研究会」等の研究会の開催による研究成果の情報発信

《6.3》，各学部の特性に基づく特色ある学術講演活動の実施《6.4》等

が挙げられます。 

６．研究活動・成果の情報発信 

【概要】 

 研究活動は，研究論文等の発表や著書の発行，研究成果や芸術作品の

発表，学会等における受賞状況等を通じて適切に行われていることが分

かります。 

また，共同研究・受託研究の実施，学外活動や学会活動への参加につ

いても，積極的に実施しています。 

 さらに，研究活動の成果は，本学における教育に反映するとともに，

社会へ還元しています。 

 

【特徴的な取組】 

 今後の取組事項としては，教員業績の効率的な収集を目指した新シス

テムの構築の検討《4.1》等が挙げられます。 

 

４．研究活動状況 
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